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第一章では， コンピューターで制御されたダブルシャッターを有する C02 レーザー急速加熱装置を開発し， 50"" 
100000C/ s の昇温速度で4850C まで単一石炭粒子を加熱することに成功し， レーザー加熱した石炭試料表面の性状変
化を SEM で観察することにより，以下の知見を得ている。(1)石炭の軟化溶融発現には最適な昇温速度が存在するこ








第四章では，直交顕微鏡画像解析法を用い，石炭粒子の膨潤特性を観測している o Ritger-Peppas モデルを用いて
得られた石炭中の溶媒の拡散機構指数 (n) および比例定数 (k) が特徴的な分布を示すことを見い出している O ま





第一章では，単一石炭粒子をコンピューター制御ダブルシャ y ターを有する C02 レーザー急速加熱装置を用いて
急速加熱し (50""'"10000oC/ s )の昇温速度で5000C まで)，初めて急速熱分解初期の石炭の構造転移の SEM 画像を











機構指数 (n) および比例定数 (k) に従来提案された Ritger-Peppas モデルを適用し，これらが特徴的な分布を示






炭化学の進展に大きく寄与している o よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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